
4
K
居
同
年
六
回
三
十
-
悶
.
，

za--a-m可
《

-e-m閲
-
鴎
.
行
》

巻七十二言事第F晶司M，、境
宥T哩量回一一.l'司二:0.--1-"&再三三宋闘防冒

論

剛

噛

蔵

自

動

車

税

論

・
.• 

貞
享
以
後
長
崎
の
支
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貿
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い
て

保
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然
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・
.

桂

昌
a

博
士

-
文
串
博
士

相
簡
単
博
士

也

抗

措

油

公
有
牧
徒
財
産
ご
地
方
財
政

徳
川
時
代
の
寺
世
名
目
金
，
.

株
式
定
期
取
引
の
限
月
復
蓄
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繁
栄
指
蚊
マ
」
恥
命
口
の
繁
栄

)1' 

1証

芥

ド
ウ
ズ
本

ω
掠
訓
郡
山
相
町
山
H
M
泌
が
叫
刑
事
附
加
し
て
山
H
施
せ
ら
る
L

ヂ

一世十、

X
い
よ
/
¥
吋
施
せ
ら
札
る
と
し
て
も
別
内
肌
J

止
を
必
岨
ル
』

t
る
ヂ
討
ザ
は
A
T
ω

附
わ
か
ら
な
V
。
然
し
叫
掛
川
明
凶
肝
正
は
ι叫
に
附

償
問
凶

ι酬
し
て
前
十
川
世
.
て
あ
る
許
り
て
は
な
〈
、
叫
叫
も
日
日
あ
る
制

第
二
十
七
容

グl

c 
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六
抗
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雑

録

鎌
築
指
般
と
枇
含
由
紫
柴

済
政
策
を
行
は
ん
と
す
る
以
上
は
必
要
依

t
可
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ

る
。
抵
若

o
p
n
r守
伊
時
国

O
N
E
-
ω
m
g
R
E骨

E
品

山

O
N
E
-

咽

O
H
F
F
(伊
国
吉
F
H
回
忌
・
)
に
於
て
白
司
足
。
叶
一
口
三
百
ω
が

JA『ozuEロ
色
ロ

ι
o
k
E
K
H
M
E
N
E
Z
H
J
J
『
。
巴
m
Z
3
L
と
悶
し
て
此
白

川
越
に
鯛
れ
て
ゐ
る
。
以
下
北
山
田
大
掛
を
制
介
す
る
。

ド
-V
ズ
架
の
鋭
柴
指
数
は
図
民
の
繁
柴
の
媛
動
E
質
的
に
了

解
せ
ん
と
す
る
革
初
の
試
み
で
あ
っ
て
此
の
な
味
で
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
然
し
遺
憾
た
事
に
は

V
ウ
ズ
案
の
此
の
試
み
は

金
〈
信
服
す
る
に
日
比
ち
十
、
且
つ
批
判
に
値
し
な
い
も
の
で
あ

っ
て
、
た
ん
」
へ
よ
り
良
く
槙
中
主
選
揮
し
、
繁
祭
主
評
定
す
る

矯
め
の
微
去
を
非
常
に
増
加
し
た
所
で
、
偶
然
的
結
果
以
上
の

例
物
を
も
鷲
さ
友
い
の
で
あ
る
。
ド
ウ
ズ
集
が
斯
く
失
敗
に
腕

し
た
原
因
は
種
々
あ
る
が
、
共
の
主
た
る
も
の
は
弐
の
三
者
で

あ
る
。
第
一
に
夫
れ
は
原
則
と
し
て
繁
楽
の
結
果
現
象
に
の
み

頼
り
過
ぎ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
第
二
位
此
等
の
諸
現
象
の
附
に

何
等
の
区
別
も
設
け
中

金
然
防
債
値
の
も
の
で
あ
る
か
の
如

く
、
井
列
さ
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
第
三
は
基
本
に
濯
ば
れ
た

年
が
、
選
揮
。
首
時
は
遥
か
に
将
来
に
存
し
て
ゐ
た
事
で
あ

第
二
十
七
拳

丸

λ 

第
六
扱

由
プミ

る

V
ウ
ズ
築
の
築
築
指
数
の
六
棋
準
(
一
、
輪
出
入
貿
易

プ
ロ
シ
ヤ

ザ
ク
セ

Y
及
バ
イ
エ
ル
Y

E
合
む
邦
財
政
の
収
支

=
寸
餓
道
輸
送
量
問
、
砂
倍
、
煙
草
、
安
消
及
泊
精
の
消
費
量

五
、
会
人
口
六
、
石
茨
の
消
費
量
)
由
中
、
派
生
的
で
な
く
て

根
本
的
な
も
の
を
求
む
れ
ば
、
人
口
敏
の
媛
勤
を
慰
げ
る
事
と

在
る
。
然
し
人
口
数
の
費
動
を
此
臨
に
見
る
如
き
方
法
で
、
繁

撲
の
徴
表
に
用
ふ
る
事
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
勿
愉
、
少
数

人
口
土
り
は
、
多
一
政
人
口
の
方
が
よ
bJ
多
〈
の
負
拾
に
地
え
符

る
事
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
夫
れ
は
唯
増
加

人
口
が
鍔
働
民
地
主
得
る
年
齢
継
に
挫
し
た
後
の
事
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
人
口
山
政
が
負
挽
地
加
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
だ
報
微

た
も
の
で
あ
る
。
更
忙
ド
ウ
ズ
集
は
困
民
鍛
柴
の
標
準
主
し

て
、
外
岡
貿
易
白
一
艶
動
主
用
ひ
て
ゐ
る
が
、
之
亦
問
題
で
あ

る
。
査
し
通
過
貿
易
が
、
輪
出
入
白
岡
両
に
去
は
れ
る
時
は
、

二
重
計
算
に
な
り
、
叉
澗
巡
図
は
賠
償
主
利
子
ー
と
に
依
て
過
重

の
負
捻
を
受
け
、
且
つ
原
料
に
乏
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
輸
出

靖
加
に
た
る
事
は
止
む
を
符
ざ
る
所
で
あ
っ
て
、
此
の
際
貿
易



額
の
増
加
は
山
中
る
消
極
的
集
此
抵
の
誼
掠
，
と
も
在
る
か
ら
で
あ

る。
以
上
白
他
、
諸
湿
の
理
由
陀
依
て
、

F
ウ
ズ
集
の
繁
栄
指
撒

白
誤
っ
て
ゐ
る
事
は
明
か
で
あ
る
と
、
巴
Eω

は
結
論
し
て
ゐ

る
o
故
に
此
唱
に
は
ド
ウ
ズ
出
来
白
繁
柴
指
数
の
問
題
は
暫
〈
措

き
、
同

E"
が
一
九
ご
聞
年
来
算
定
L
た
錠
柴
拍
政
の
成
川
地
主

闘
終
及
品
料
曾
組
織
か
ら
は
生

示
す
事
と
す
る
o

此
目
指
数
は
、

ピ
な
い
、
全
て
の
物
質
的
た
繁
此
慌
の
抽
出
泉
佐
‘
凶
日
胤
の
労
働
力

止
、
普
通
に
資
本
主
税
せ
ら
る
i
A

岡
民
の
捗
働
手
段
止
で
あ
る

か
ら
、
岡
氏
の
経
済
的
繁
築
は
全
部
と
は
一
再
へ
左
い
が
、
主
主

し
て
弊
働
及
資
本
の
所
産
即
ち
所
得
に
表
は
れ
る
'
と
の
考
民
基

い
て
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ド
ウ
ズ
築
も
そ
う
で
あ
る

泊、

一
般
に
、
園
児
の
繁
柴
を
去
は
し
、

又
は
夫
れ
を
測
定
す

る
に
は
崎
、
多
少
一
品
倒
的
に
園
民
所
得
の
結
果
的
現
象
を
徴

表
在
し
て
ゐ
る
が
故
に
、
共
市
屈
に
は
徴
表
的
な
も
の
と

然
ら

ざ
る
も
の
止
が
井
列
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
同
州
る
棋
準

に
依
て
は
図
民
の
繁
位
却
を
正

t
〈
一
不
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
耗

L
示
し
得
る
と
し
て
も
、
夫
れ
は
極
め
て
稀
な
、
偶
然
な
事
で

輯

録

黛
築
指
監
と
批
倉
山
鍍
柴

あ
り
、
而
も
場
所
的
に
も
、
時
間
的
民
も
制
限
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。勿

論
、
民
の
園
民
所
得
の
麹
動
は
、
同
時
に
人
口
撒
の
鑓
助

を
併
せ
考
ふ
る
華
民
依
て
、
闘
家
の
鍍
柴
の
様
相
を
正
し
〈
示

す
で
る
ら
う
が
、
平
均
的
山
県
却
的
繁
栄
に
は
幽
民
所
得
の
樋
勤

は叫
m
E闘
係
の
左
い
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
峨
前
、
実
閣
の
全

困
民
所
得
の
約
中
分
は
、

明
ら
か
に
其
白
人
口
の
丸
分
の
↑
で

-Uめ
て
ゐ
た
の
で
、
金
所
得
の
緯
肋
を

-mr指
数
は
、
仰
払
甲
山
ハ

型
的
繁
柴
の
表
一
不
・
と
は
左
ら
志
か
っ
た
。
且
つ
全
岡
民
所
得
や

λ
口
敏
の
麹
動
の
一
算
定
は
、
容
易
に
は
た
し
符
な
い
か
ら
、
山
中

ろ
質
的
た
庶
民
集
柴
を
評
定
す
る
に
は
、
庶
民
の
典
型
的
平
均

所
得
の
算
定
の
方
が
、

営
正
確
に
算
定
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
宜
刑
的
で
も
あ
る
。
更

一
一
府
軍
嬰
で
も
あ
り
、
日
つ
夫
一
れ
は
相

に
、
失
業
白
紙
態
、
換
言
す
れ
ば
就
業
率
を
刷
成
し
て
庶
民
の

繁
徒
指
数
ヤ
算
定
す
れ
ば
、
庶
川
崎
の
宜
質
腿
阿
見
力
の
推
移
を
も

一
周
す
事
が
出
来
て
寅
際
的
で
あ
る
。
叉
此
の
算
定
方
法
に
披
れ

ば
、
景
試
の
同
盟
動
も
明
ら
か
に
な
る
o

然
し
逆
に
長
鎮
の
鑓
勤

に
依
て
圏
足
。
繁
柴

E
知
る
事
は
、
絡
に
共
の
時
々
の
指
枕
能

都
ニ
十
七
巻

宮高

説

プL

丸

四
七



雑

総

識
接
持
艦
&
世
倉
田
誠
築

力
の
程
度
主
調
べ
・
な
く
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
好
景
気
で
、
閣

民
の
寅
収
入
も
多
く
、
又
失
業
者
も
少
た
い
時
に
は
、
不
景
気

の
際
よ
り
も
、
容
易
に
負
婚
に
堪
へ
得
る
事
は
疑
た
い
が
、

方
、
図
民
の
築
柴
の
純
糸
統
的
危
時
出
勤
剖
ち
枇
曾
の
傾
向
を
槻

祭
す
る
事
位
、
長
期
間
主
要
す
る
問
題
で
あ
っ
て
官
際
に
は
行

は
れ
難
い
事
で
あ
る
。

目
E
"
の
算
定
し
た
庶
民
繁
策
指
数
は
、
賞
賞
品
訓
銀
と
就
業

率
と
を
徽
表
と
す
る
に
過
ぎ
-
泣
い
o

庶
民
鏡
柴
は
勿
愉
一
閥
会

躍
の
繁
柴
で
は
左
〈
、
唯
出
川
良
の
繁
柴
に
過
ぎ
な
い
が
、
金
図

民
中
の
大
部
分
を
占
む
る
も
の
は
常
に
庶
民
で
あ
る
鮪
に
於
て

重
要
左
る
意
識
が
あ
る
。
従
来
徴
表
を
重
ん
や
る
患
者
は
、
皆

成
る
可
く
多
く
の
徴
表
に
基
い
て
繁
柴
指
数
を
作
成
せ
ん
L
C
T

る
が
、
夫
れ
は
彼
等
が
繁
築
・
と
云
ふ
一
概
念
。
中
に
、
諸
種
の

立
脚
賠
か
ら
、
会
図
民
の
集
畿
を
見
ゃ
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
捕
る
鎌
柴
の
一
蹴
念
を
一
週
め
に
し
て
表
は
ず
事
は

調

論

上
不
可
能
で
あ
る
(
而
も
そ
れ
は
部
分
的
に
見
れ
ば
、
農
業
は

集
柴
在
る
震
に
は
利
峯
の
低
き
を
要
し
、
地
主
階
級
は
高
利
主

可
と
す
る
主
云
ム
が
如
〈
、
相
背
馳
し
て
ゐ
る
)
事
を
無
視
し

銘
ニ
十
七
巷

九

c 

一
回
λ

第
アミ
銃

た
も
の
で
お
る
。
更
に
繁
栄
主
人
口
の
階
級
別
に
分
納
す
る
事

に
、
非
常
に
重
要
た
意
義
の
存
す
る
事

E
看
過
し
て
ゐ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
多
数
庶
民
の
貧
困
在
、
砂
政
上
厨
階
級
の
法
外
な

富
裕
止
の
併
存
せ
る
園
家
を
見
て
ゐ
る
K
過
ぎ
友
い
。
紫
柴
を

剖
問
視
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
少
数
す
か
ら
の
徴
税
は
筒
劫
で
あ

り
、
叉
比
較
的
多
く
課
税
し
得
て
、
少
政
者
で
多
額
の
税
収
入

h
t
一
市
す
か
ら
、
少
数
者
の
所
得
の
み
を
見
る
事
も
是
認
さ
れ
よ

う
。
然
し
岡
氏
繁
柴
は
常
に
枇
曾
的
見
地
か
ら
の
み
、
評
定
さ

る
べ
舎
も
の
で
あ
っ
て
、
枇
曾
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
庶
民
白

繁
栄
は
図
民
繁
築
中
の
支
甑
的
危
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
繁
栄

観
察
の
基
準
占
在
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
庶
民
繁
柴

の
評
定
に
は
、
宜
質
賃
金
、
と
刷
業
率
・
と
の
こ
棋
準
を
以
て
足
る

止
な
一
「
所
以
は
、
庶
民
心
捗
働
所
得
は
此
の
二
者
世
以
て
十
分

忙
算
定
す
る
を
得
、
共
の
他
の
様
訓
甲
骨
附
加
す
る
も
、
決
し

τ

改
善
・
と
は
注
ら
守
、
却
っ
て
庶
民
繁
柴
評
定
の
封
象
E
紛
乱
せ

し
む
る
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

同

r自
は
更
に
、
庶
民
装
組
問
指
故
白
外
に
、
資
本
指
数
配
算

定
し
、
補
者
主
組
み
合
せ
て
枇
愈
繁
柴
指
数
を
作
成
し
て
ゐ
る



が
、
夫
れ
は
庶
民
繁
柴
が
、
枇
合
的
見
地
か
ら
し
て
、
閣
民
集

柴
の
重
要
部
分
を
代
表
す
る
の
み
で
は
な
く
、
叉
明
確
に
評
定

し
得
る
部
分

E
も
代
表
す
る
か
ら
で
あ
る
。
加
之
、
就
業
率
及

鼠
民
所
得
の
曲
線
は
、
少
た
く
と
も
企
業
の
景
気
欣
態
主
傾
向

を
等
し
く
す
る
か
ら
、
企
業
者
側
か
ら
凡
て
も
、
取
此
築
柴
の

欣
態
は
、
工
業
、
商
業
及
操
業
の
欣
態
の
微
表
と
た
り
.
た
と

へ
一
時
は
偏
す
る
事
が
あ
っ
て
も
、
共
底
に
一
一
脈
の
関
係
の
存

ず
る
事
が
明
ら
か
E
あ
る
。

我
々
は
閥
民
の
繁
柴
に
は
、
共
の
二
源
泉
売
る
勢
働
力
主
資

本
と
が
、
常
に
均
衡
を
保
つ
事
け
特
に
重
要
た
る
事
h
g
縦
験
し

て
ゐ
司
令
』
技
術

κ闘
す
る
知
識
が
博
〈
丘
り
、
改
良
が
行
は
れ

て
、
持
働
方
法
が
経
へ
十
時
開
化
し
て
、
新
妙
働
手
段
が
必
要
と

な
る
の
で
、
雄
々
共
の
均
衡
が
混
乱
し
、
共
の
結
川
市
・
と
し
て

資
本
供
給
の
要
求
は
い
よ
/
¥
増
加
し
て
来
る
。
経
済
状
態
に

し
て
正
常
在
ら
ば
‘
資
本
市
場
に
於
け
る
此
の
新
要
求
は
、
国

民
D
貯
詣
に
依
て
充
日
比
さ
れ
る
が
、
貯
蓄
資
本
が
此
白
要
求
を

文
海
外
信
用
に
頼
て
も
十
分
に
は
充
た
さ

充
た
す
に
足
ら
守
、

れ
な
く
在
る
と
、
就
業
率
占
資
本
要
求
と
口
問
。
混
飢
し
た
閥

雑

鍛

紫
築
指
般
と
社
合
。
築
柴

係
が
、
利
率
に
現
は
れ
、
更
に
取
引
相
場
の
平
準
を
抑
墜
し

て
、
遂
に
は
園
内
の
取
引
が
抗
糊
し
て
、
再
び
平
衡
欣
態
に
復

闘
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
資
本
供
給
の
吠
識
は
.
闘
民
繁
盟
問

の
主
要
部
分
を
な
し
、
従
っ
て
枇
曾
心
繁
柴
に
非
常
に
軍
事
友

関
係
主
持
つ
も
の
で
あ
る
。
鹿
川
刊
の
盤
探
は
資
本
の
供
給
如
何

に
依
て
左
右
さ
れ
、
資
本
供
給
が
十
分
で
あ
れ
ば
、
康
民
の
繁

此
出
世
増
す
に
口
止
る
就
業
率
が
現
は
れ
、
資
本
の
快
乏
せ
る
場
合

に
は
、
応
対
の
鍵
傑
は
早
晩
低
下
h

往
来
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

資
本
指
数
は
繁
柴
増
減
の
前
兆
と
し
て
、
中
止
要
注
る
意
義
が
あ

る。
要
す
る
に
、
原
民
繁
築
主
資
本
指

'
と
を
結
合
し
て
作
成
さ

れ
た
枇
曾
の
繁
築
指
数
は
、
図
民
全
憾
の
集
出
却
を
示
す
も
の
で

は
た
い
が
、
岡
氏
の
大
多
数
を
出
め
、
従
っ
て
重
要
な
る
階
級

の
繁
柴
を
示
し
、
間
接
に
は
企
業
共
の
も
の
の
欣
勢
を
も
一
部

し
、
叉
資
本
供
給
の
税
皮
を
も
去
は
す
も
の
で
あ
る
。
此
庖
に

「
枇
曾
の
繁
柴
」
と
一
育
ム
の
は
、
一
舵
命
的
見
地
か
ら
見
た
枇
曾
の

集
柴
主
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

回
目
"
は
資
本
指
数
算
定
。
襟
抽
中
止
し
て
、
次
白
三
者
を
恋

第
二
十
七
巻

餌
プミ

掠

四
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雑

能

舘
継
指
位
と
祉
合
白
鎮
祭

探
し
た
Q一

銀
行
の
貸
出
利
率
の
鎚
勤
(
勿
愉
共
の
相
謝
値
)
、

二
、
株
式
指
敬
、

三、

ヲ
イ
ヒ
ス
ハ

y
ク
の
手
形
交
換
高
(
季
節
的
整
動
主

除
く
)
。

確
か
に
此
の
三
者
の
み
を
以
て
、
資
本
の
供
給
E
輩
く
表
は

す
背
中
は
不
可
能
で
あ
っ

τ.
倫
相
同
行
制
則
合
十
貯
議
合
出
聞
の
貸
山

を
も
者
慰
す
べ
き
で
あ
る
が
‘
圏
内
の
預
金
と
外
図
の
夫
れ
・
と

を
限
別
す
る
事
は
山
川
栄
一
泣
い
の
で
、
此
hu
徴
表
を
採
用
す
る
と

歪
ん
だ
様
相
が
現
は
れ
る
事
止
な
る
。
共
の
他
.
生
命
保
険
曾

枇
の
保
険
欣
況
も
良
標
準
で
は
あ
る
が
、
夫
れ
は
絶
へ
お
'
知
る

事
を
得
A
Y
、
株
式
の
殻
行
組
は
明
瞭
で
な
い
の
E
、
費
本
供
給

の
指
数
の
棋
培
忙
し
在
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
差
首
り
明

自
に
知
り
得
る
利
率
、
株
式
指
数
及
手
形
夜
換
高
の
三
者
を
槙

抽
中
止
し
た
の
で
あ
る
。

賞
質
賃
銀
及
就
業
率
の
所
産
た
る
康
氏
繁
栄
忙
於
て
は
、
別

に
間
同
阻
止
は
た
ち
左
い
が
、
三
標
準
の
相
針
政
の
合
計
に
基
く

資
本
指
数
忙
て
は
、
秤
量
の
問
砲
が
あ
る
o
此
虚
で
は
常
然
、

停
ニ
十
七
巷

ブむ

第
大
騨

主E
C 

秤
量
動
は

r
?
H
と
た
る
か
ら
、
別
に
秤
量
激
は
た
く
と
も

秤
量
は
行
は
れ
、
又
斯
る
も
の
に
は
論
制
的
理
由
は
た
い
か

ら
、
微
小
秤
量
教
の
必
要
も
た
く
、
寧
ろ
三
徴
去
は
安
本
充
足

の
促
進
・
と
云
ふ
鞘
に
於
て
、
共
の
重
要
さ
が
金
〈
同
等
で
あ
る

-
ど
す
べ
き
で
あ
る
。
此
等
に
は
明
確
紅
等
級
的
差
別
は
殆
ど
泣

く
、
唯
時
間
的

K
E別
が
あ
っ
て
、
刺
率
が
資
本
充
足
の
窮
到

の
根
源
で
あ
る
か
ら
、
普
通
、
利
率
が
よ
り
遺
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
割
引
寧
は
多
少
人
矯
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

兵
市
周
に
此
の
鶴
準
の
意
誌
を
減
殺
す
る
誤
謬
を
合
ん
で
ゐ
る
か

ι、
利
率
を
特
に
重
〈
mm
る
と
云
ム
事
も
し
た
か
っ
た
の
で
島

る。
〉

nEO円
は
巴
目
の
指
数

ι就
て
、
銀
行
の
貸
出
利
郡
白

み
を
採
用
し
て
、
借
入
利
率
の
方
が
よ
り
錨
表
的
で
あ
る
に
も

拘
ら
宇
、
之
を
採
用
せ
ぬ
事
を
非
難
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
採
用

し
で
も
、
雨
者
は
結
局
一
フ
イ
ヒ
ス
パ

y
タ
の
割
引
率
に
依
つ

τ

定
ま
る
が
故
に
、
雨
曲
線
は
共
の
上
下
に
鵬
等
距
離
を
以
て
並

走
し
、
従
っ
て
曲
線
の
位
置
は
艶
る
が
、
方
向
に
は
殆
ど
無
関

係
で
あ
る
。

Allg. Stat. Archiv. 1925. Nr. XV. 1) 



資
本
指
数
の
標
単
(
株
式
指
数
及
ラ
イ
ヒ
ス
パ
ン
ク
の
手
形

交
換
高
〉
は
、
共
の
宮
質
償
値
で
比
較
さ
れ
る
が
、
同
時
忙
貨

幣
の
腕
民
力
が
顧
慮
し
て
あ
る
。

何
一
回
自
の
算
定
し
た
繁
栄
指
数
は
、
官
吏
、
自
由
職
業
者
及

地
主
を
合
ん
で
ゐ
左
い
が
、
白
山
職
業
者
は
樋
樋
雑
多
で
あ
っ

て
、
激
的
に
去
は
す
事
が
不
可
能
で
あ
り
、
地
主
の
所
得
は
以

前
よ
り
は
非
常
に
減
少
し
て
ゐ
て
、
一
枇
曾
的
見
地
か

ιす
る
繁

絞
指
数
に
は
何
等
重
き
を
た
さ
や
、
府
中
る
既
越
の
如
〈
、
夫
れ

J
は
件
付
h
A

相
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
北
ハ
に
除
外
す
叫
曹
で

あ
，
心
。
此
等
主
具
っ
て
、
官
吏
の
鎮
祭
ば
翻
巡
の
如
〈
比
較
的

官
吏
の
多
い
闘
で
は
軍
要
で
は
あ
る
が
、
官
吏
の
俸
給
は
需
要

供
給
の
法
則
に
依
て
定
ま
る
も
の
で
た
〈
、
殆
ど
岡
家
の
行
政

闘
係
自
所
産
で
あ
っ
て
、
一
図
の
繁
栄
の
微
表
と
は
な
ら
た
い

か
ら
、
之
も
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。

基
本
年
度
の
古
賀
賃
銀
E
R
、
獲
得
賃
銀
と
の
百
八
百
率
b
t
E

止
す
れ
ば
、
第
一
期
の
瓜
民
集
築
指
数
の
式
は

出て
{
H

」担
J

H
J
F
M
H
C

。
l
l
l中
l
!
i
L小
ぃ
小

同
・

=
l
J作
j

d

〆
l

H

。。、

主
た
る
。

雑

録

鍵
盤
情
指
般
と
批
曾
白
鋳
梁

基
本
年
度
の
利
率
を
Z
、
株
式
指
数
を
A
、
ラ
イ
ヒ
ス
パ
ン

ク
の
ず
形
交
換
高
E
C
、
卸
資
の
貨
幣
購
買
力
即
卸
賀
指
数
を

G
、
第
一
期
の
資
本
指
数
を

L
，
と
す
れ
ば
、
資
木
指
数
の
式
は

ヘ一
N

〉
:
口
口
圃

D
J

、

H
C
u
-
o
o
-
-
+
M

十

回

}

同

¥

白

F
N
1
円
d
1
n
|ベ
倒
己
、

と
た
る
。

バ合、

で臨i
あ民

主る繁
止 占終
回"河ずの
J れ重
刑?l苦零
封世空需
4 明資
足邑 oの〉 本=
手符釘=才‘、ゐ 枇供
】斗 唖命P車給台
2剖刊.?-司 のに
到わ繁針
A門指と
Aバ.J~、政:
ミユ〆エ t土

、吃τrσ〉

官4

で
あ
る
。

神
世
搬
を
7
L
C
S
止
に
じ
た
の
は
、
主
に
徴
表
的
な
も
の
に

就
て
で
あ
っ
て
、
最
下
級
の
課
税
等
級
は
全
く
勢
働
所
得
か
ら

成
る
止
考
へ
ら
れ
る
が
、
戦
前
三
十
五
年
川
に
、
努
働
所
得

は
、
を
一
所
得
の
七
一
%
五
か
ら
七
二
%
一
こ
の
間
に
あ
っ
て
、

殆
ど
不
饗
教
で
あ
っ
た
事
に
蹴
る
も
の
守
あ
る
。
然
し
戦
前
の

割
合
を
、
直
ち
に
戦
後
に
も
移
L
得
る
と
言
ム
事
は
、
保
謹
白

限
り
で
た
い
か
ら
、
康
氏
繁
築

E
7
、
資
本
供
給
を
8
と
し
た

の
は
、
金
〈
回
出
仰
の
濁
断
で
あ
る
。

上
越
の
方
法
に
依
て
算
定
せ
る
指
数
を
示
せ
ば
弐
の
如
〈
で

第
二
十
七
巻

ブb

第
六
都
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雑

飽

集
柴
指
動
と
融
合
同
築
祭

あ
る
。
枇
舎
の
繁
柴
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
至

る
四
年
同
に
、
戦
前
D
五
六
%
か
ら
八
八
%
五
に
な
っ
た
。
而

も
向
戦
前
に
比
し
一
一
%
五
低
い
。
資
本
指
蚊
は
、
初
め
が
低

い
の
で
、
比
較
的
に
は
非
常
に
高
ま
り
、
八
O
%
以
上
に
た
っ

て
ゐ
て
、
戦
前
よ
り
も
正
に
凶
分
の
=
高
い
。
一
丸
二
七
年
五

月
に
最
高
八
七
%
削
分
の
一
に
迷
し
、
?
烈
地
約
一
四
ポ
イ
ン
ト

第
二
十
七
巻

九
三
四

第
六
抽
出

五

低
く
な
っ
た
。
康
民
繁
栄
は
、
一
九
二
四
年
二
月
以
来
時
五
O

%
高
ま
っ
た
。
絡
し
一
九
二
四
年
白
初
め
即
ち
マ
ル
ク
安
定
。

一
首
初
は
、
寅
質
賃
銀
が
職
前
陀
比
し
て
著
し
く
低
か
っ
た
事
比

一
注
怠
主
要
す
る
。
牒
民
の
繁
柴
は
首
今
椴
前
よ
り
も
五
%
低

一
ぃ
。
戦
後
に
於
て
は
、
昨
年
九
月
に
時
戦
前
よ
り
コ
一
V
河
川
分

一
白
三
高
ま
コ
た
。
康
民
繁
栄
白
上
昇
は
疑
ム
可
か
ら
ざ
る
事
官

由
説
一

品
目
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雑

錐

筆
集
捕
監
と
世
曾
白
黛
祭

で
あ
る
が
、
大
部
分
は
戦
時
及
通
貨
膨
眠
時
代
の
低
下
に
封
す

る
補
正
と
見
る
べ
吉
で
、
枇
曾
の
一
傾
向
・
と
し
て
見
る
べ
き
で
は

た
い
。
近
年
、
結
洲
合
理
化
運
動
が
行
は
れ
て
、
正
常
以
ト
の

失
業
川
態
そ
現
出
し
た
潟
に
、
牒
日
同
銀
柴
は
飴
h

り
高
ま
ら
や
、

多
く
の
持
働
恐
怖
草
が
存
在
し
、
自
ち
勢
働
市
場
、
ひ
い
て
は

賃
銀
を
抑
刷
出
し
て
ゐ
る
。
他
方
若
し
人
角
的
賃
銀
|
|
賃
銀
の

T
洛
を
阻
止
す
ベ
富
目
的
規
定
を
も
っ
た
、
同
出
誕
の
賃
銀
政
策

に
依
る
ー
ー
が
共
の
反
作
用
を
し
た
か
っ
た
ら
、
多
数
失
業
者

の
賃
銀
座
下
作
用
は
、
一
時
激
し
か
っ
た
に
迅
ひ
た
い
。

一
丸
一
間
年
比
比
し
、
現
時
の
牒
民
紫
築
が
百
%
で
あ
る
事

を
以
て
、
直
ち
に
生
活
程
広
も
戦
前
主
同
様
で
あ
る
止
し
て
よ

い
か
否
い
い
は
間
樹
で
あ
る
。
技
術
の
進
歩
に
依
り
、
叉
自
由
時

間
の
埼
加
や
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
依
て
、
職
前
よ
り
も
、
需
要

が
増
加
し
た
事
E
考
へ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
戦
前
の
生
活
が
可
能
で

あ
る
と
言
ム
意
味
の
百
%
の
繁
柴
で
は
、
図
民
D
生
活
程
度
白

趨
勢
が
現
は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
共
の
中
に
は
今
日
必
要
、
と
す

る
分
子
が
依
け
て
ゐ
る
。
近
年
の
合
理
化
に
依
て
、
車
開
業
問
率

が
戦
前
に
比
し
て
、
著
し
く
増
進
し
た
事
も
無
腕
し
得
た
い
。

庶
民
白
一
繁
柴
が
、
職
荷
主
標
準
ー
と
し
て
、
百
%
で
あ
り
、
一
方

位
曾
の
生
産
量
が
人
目
白
培
加
量
よ
り
も
、
一
居
多
〈
増
加
し

た
と
す
れ
ば
、
庶
民
が
枇
合
的
生
産
物
の
分
配
に
興
る
所
は
誠

第
二
+
七
巻

九
三
大

拍
車
大
鵠

-
五
回

少
し
た
わ
け
で
あ
る
。

資
本
指
撤
と
庶
民
鋳
祭
主
の
閲
係
に
就
い
て
は
、
例
へ
ば
、

一
方
に
一
九
二
七
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
資
本
供
給
は

減
退
し
て
ゐ
る
が
、
庶
民
紫
祭
は
同
年
十
月
に
た
っ
て
初
め
て

下
降
す
る
主
云
ム
様
に
、
一
時
的
に
は
二
ヶ
月
乃
至
五
ヶ
月
間

動
絡
す
る
事
は
あ
る
が
、
特
に
訟
川
を
要
す
る
様
た
問
題
は
な

い
。
枇
曾
白
一
繁
柴
指
数
の
尚
拍
酬
を
討
究
す
れ
ば
、
此
の
純
微
表

的
観
察
を
是
認
す
る
事
が
向
来
る
。

以
上
が
民
自
の
繁
柴
指
激
闘
す
る
説
明
白
犬
要
で
あ

る
。
最
後
に
繁
柴
指
数
の
効
用
主
一
言
し
て
本
文
を
結
ぶ
乙
主

と
す
る
。
第
一
に
信
用
政
策
及
夫
れ
と
密
接
左
閥
係
に
あ
る
貸

付
政
策
に
指
示
を
輿
へ
得
る
事
で
あ
る
o

割
引
政
策
に
就
い
て

も
亦
然
り
で
あ
る
。
第
二
は
課
税
政
策
に
於
て
、
労
働
L
C
資
本

と
の
負
婚
の
分
配
の
参
考
と
た
し
得
る
。
第
三
は
資
本
指
数
と

庶
民
繁
柴
止
の
聞
に
、
時
間
的
差
異
が
存
し
、
矯
正
的
事
件
に

依
て
経
過
期
間
総
結
後
に
、
雨
者
の
閥
係
が
特
に
密
接
に
な
る

事
に
依
り
、
経
消
事
情
の
前
兆
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
。
更
に

縄
麹
の
賠
償
問
題
に
も
重
大
た
る
閥
係
を
有
す
る
事
は
勿
論
で

あ
っ
て
、
同
『
封
。
柴
築
指
政
白
如
宮
が
根
織
し
と
な
っ
て
、
ド

ウ
ズ
集
の
繁
柴
指
数
が
担
否
さ
れ
る
如
き
事
も
考
へ
得
る
問
題

で
あ
る
。


